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実践の特徴と
効果の表し方

• 「現状の課題」
↓

「手立て」
↓

「目指す姿」
「学習者の変容」＋教員の変容
（観察と事後調査ー教員の振り返
り、児童・生徒アンケート）
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R７年度 池田大恭先生 「ALTに日本や鹿屋市のことをもっと知ってもらうために、自
分の“推し”を英語で紹介することができる。」

• 「現状の課題」
• 生徒は教師に指示されたことのみに取り組む傾向が強い。生徒が自分で学び方を考える
機会が少なく、学びの選択肢が一辺倒になっている。
↓

• 「手立て」
• デジタル教科書や友人・授業者・ALTとの議論など、多様な学習方法を活用し、
プレゼンを改善するよう促す。
↓

「目指す姿」
・ICTを中心とした多様な学習リソースの中から、生徒
が自身で学び方を選ぶ

生徒が学習方法にチェックを入れて選択
3



4



約９０％の生徒が学び方を変えたと回答

5



R6. 三枝英太郎先生「自分の夏休みを、トム先生の家族や親戚に伝えよう」
• 「現状の課題」

• 家庭学習で設定した課題と授業時に記入する
「本時の目標」や「振り返り」の内容が整合
しておらず、家庭学習と授業を繋げられてい
ない。

↓
• 「手立て」

• 表計算ソフトに家庭学習の取組内容を記録し、
学級全体で共有する。良い取組例があれば、
授業者から紹介する。
↓

「目指す姿」
• 表計算ソフトで共有された友達の学びを参照
している。

• 友達の家庭学習の取組を参考にしながら、各
自の設定する課題や取組内容を自己調整して
いる
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R6. 野村先生「Think2の内容を理解し、日本のアニメや漫画について自分の感想を伝えることができる
」• 「現状の課題」

• 教科書の音読はある程度できるが、そ
の内容について生徒が自分の意見を英
語で表現することは難しい。

↓
• 「手立て」

• デジタル教科書を用いて、自分の意見
に引用できそうな本文の箇所にマー
カーを引かせたり、メモを取らせたり
する。

• デジタル教科書を活用して、本文で印
象に 残った文にマーカーを引かせ、
特にその文を意識的に音読練習させる。

• 学習支援ソフトで意見を共有し、お互
いに参照できるようにする。

↓
「目指す姿」

・他の生徒の意見を参考に、自分の意見
の改善を図っている。
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R5. 藤木真里佳先生「自分たちが暮らす地域の魅力を、自分の気持ちを織り交ぜ
ながら発表できる」
• 「現状の課題」

• 児童の理解度に差があり、話すこと
に苦手意識を持っている児童もいる。
↓

• 「手立て」
• 単元ゴールの発表に向け、参考にな
るデジタル教科書のコンテンツを家
庭学習・授業内で探して取り組み、
学級で共有する。
↓

「目指す姿」
• 自分で集めたコンテンツ及び友達が
活用しているコンテンツを振り返り、
自分の発表に活かす気付きを得て、
発表内容を再検討する。

12



13



14



R5. 加藤栞先生 「教科書の課題「シンとナミの困りごととその解決策」のリテリン
グを発表する」

• 「現状の課題」
• 基礎基本や既習の学習内容の定着に
差があるが、教師が示した学習方法
で満足し伸び悩んでしまう生徒も多
い。
↓

• 「手立て」
• デジタル教科書と学習支援ソフトを
組み合わせ、生徒自身で必要な語彙
を考え、整理したリストを作成。選
んだ語彙の発音等を繰り返し確認す
る。
↓

「目指す姿」
• 生徒自ら「自分が表現するために必
要な語彙は何か」を考えて、繰り返
し発音等の確認に立ち返り、練習す
る。
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5人の先生の実践事例から見えたポイントと効果

先生が引っ張る 選択肢を渡す 児童・生徒が主語

先生の役割は「教え込む」から
「学び方を見せ、選ばせ、支える」へ

実践のポイント（先生の支援）

1 選択肢 教材・使い方の
選択肢を用意する

2 モデル 学び方を示してから、
選ばせる

3 共有 よい例を共有し、
pick upする

4 問い 中間指導と粘り強い
問いかけで支える

「選べる場」を設計し、途中で学びを
見取る

デジタル教科書だからできたこと

目的を意識して、教材・学び方を選ぶ

デジタル教科書や既習Unitから
自分で調べる

マーカー・メモ・音声で何度でも確認する

家庭学習と授業をつなげる

個別最適な学び × 協働的な学びを往還

児童・生徒の変容・効果

選ぶ 目的を意識して、
教材・学び方を選ぶ

探す デジタル教科書や既習Unitから
自分で調べる

学び合う 友達から学び、
自分に合う方法へ調整する

自己調整する学習者へ

児童・生徒が主語の授業へ

学習者用デジタル教科書は、児童・生徒が「自分で選び、探し、学び合い、表現を改善する」ための学習基盤になる。
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